
    09年度も無事に終

了し、4月から新し

い年度を迎える事が

出来ました。一年間

のJIM -NETの支援

を振り返ってみたい

と思います。

  イラク国内の治安

がよくなり、一般の

関心が低くなる中、

ガンの子ども達は増

え続けています。保

健省からの薬の供給

は10％～50％で

NGOの支援も日本以

外からはほとんど来

なくなりました。

    09年度の重点目標

は、①JIM-NETが中心となり日本社会に訴え、少なく

とも今までどおりの支援を継続すること。各病院の医

師たちから強いリクエストもあり、抗がん剤や、抗生

剤などの医薬品の支援は、20％予算を増加することに

なりました。

  そして治療成績を上げるために、信州大学から指摘

のあった、②遺伝子解析などの高度技術を導入する準

備を始めること。

  イラク国内も治安がよくなってきたので、今までの

ヨルダンのアンマン事務所から、アルビルに拠点を移

し、③アルビルのナナカリー病院の支援を強化し、モ

デル病院として日本から医師や看護師を派遣し、感染

症対策などのトレーニングを行い、バグダッドやバス

ラからも研修員を受け入れられるようにしようという

ことでした。

    以下、上記3つの重点目標の達成状況をご報告します。

小児がん・白血病支援の1年を振り返る

2010年6月15日

アハマド君(3歳白血病)、オマル君(4歳白血病) ナナカリー病院で 川添圭子撮影

バスラ 産科小児科病院

バグダッド 子ども福祉病院

バグダッド セントラル病院

モスル イブン･アシール病院 

アルビル ナナカリー病院

合計(ナナカリーを除く)

予算   

12,000,000
12,000,000
7,200,000
7,200,000
3,000,000

38,400,000

昨年度実績

9,480,496
11,074,245
1,677,548
6,037,096

0
28,268,385

実績(推定値)

11,948,688
12,823,550
4,194,688
5,481,296
5,003,720

34,448,223

前年比(%)

+26
+15.6
+150
-9.2

+21.9

*2006年
10.3%
10.9%
25.6%
7.7%

**14.0%

*2009年
0%
6%

3.4%
データなし

20%
4.4%

■ 医薬品支援実績 (単位＝円)

* 急性リンパ性白血病1か月以内の死亡率(2ページ)     **イブン･アシールとナナカリーを除く

状況だったのが、治安が良くなり、医療活動が活発化し

たことが大きいと思われます。逆にモスルは治安が悪化

し、病院内のマネージメントもうまく行われず、JIM-
NETからの送金を停止せざるを得なかった月もありま

した。09年度から開始したナナカリーは、製薬メーカ

ーからの現物寄付(セーブイラクチルドレン札幌とJCF
が担った)を除くと、100万円ほどになり、当初予算の

300万円を下回りました。これは、薬剤在庫管理能力が

予想以上に低かったので様子を見ながらの支援となった

ためです。

  ナナカリーを除く今までかかわってきた4病院の合計

金額は、21.9％増となり目標はほぼ達成できました。

②遺伝子解析が始まった

   遺伝子解析技術をイラクに導入するため、2009年2月
より、モスルのイブン・アシール病院から、リカー医師

① 医薬品支援、

前年度比20%増!

  まず、医薬品支

援実績です。バス

ラとバグダッドの

子ども福祉病院が

ほぼ予算どおり。

セントラル病院は

前年度比では、143 
％の増額になりま

した。これは、同

病院がバグダッド

の中でも治安が悪

い場所にあり、一

時は医者も患者も

病院に近づくこと

すらままならない

佐藤真紀(事務局長)
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